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はじめに

● 生成AIの利用について

● すぐにできることの紹介（Gemini2.5pro+canvas）

● 活用への視点について

● 生徒にどんな力をつけたいか

● 基本的には中学数学を軸に考えている

● 利活用からみる高校数学

⚫ 将来的には、生徒自らが何を学ぶのかを理解し、生成AIを活用する

⚫ 生成AIによる「学びの視覚化」



生成AIの利用について

すぐにできること

次の問題について、授業で教えたいので、
１．高校生の知識で理解できる解答の作成
２．表現の間違えや、答えが整数にならなければ、問題を修正する
３．問題を理解しやすいようにこの問題を図示
をみたすように、HTML,css,javaなどで教授資料を作成してください。
問題
A（０，２）、B(-2,-3）、C(3,-1）とする。点（１０，１２）を中心とし、半径２の円をSとする。
点Pが球面S上を動くとき、四角形PABCの面積の最値と最小値を求めよ。



生成AIの利用について
（出力の一部）



生成AIの利用について

すぐにできること

次の問題について、授業で教えたいので、問題を理解しやすいように、点Pが球面S上を動くにつれて、四面
体SABCの形や体積がわかるような図をHTMLやJAVA,CSSなどでつくってください。
問題
A（０，２，１）、B(-2,-3,1）、C(3,-1,2）とする。点（１０，１２，１３）を中心とし、半径２の球をSとする。点Pが球面
S上を動くとき、四面体PABCの体積の最大値と最小値を求めよ。



生成AIの利用について

（出力のされたもの）

適当に数値を考えたので、球と三角形
の距離が思いのほか離れてしまいまし
い、わかりにくい図となりました。思惑
としては、平面を解説したあとに、空間
については、この図だけをみせて生徒
たちだけで、解いてもらおうと思ってい
ました。



活用への視点について

基本的には中学数学を軸に



利活用からみる高校数学

将来的には、生徒自らが何を学ぶのかを理解し、生成AIを活用する

生成AIによる「学びの視覚化」



ご清聴ありがとうございました。
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